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し  ゅ  も  く  か  ん  び  よ  り ◆ 第 三十三 号

春　　秋冬夏
旧井元為三郎邸

美
し
き
御
手
洗

「
お
手
洗
い
は
ど
ち
ら
で
す
か
？
」「
は
い
。お
手
洗
い
は
こ
ち
ら
で
す
。」

二
羽
の
青
い
鳥
と
イ
チ
ョ
ウ
の
木
、赤
い
銀
杏
の
実
を
あ
し
ら
っ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、

翡
翠（
ひ
す
い
）色
の
磁
器
タ
イ
ル
、扉
に
は
琥
珀
色
の
ダ
イ
ヤ
ガ
ラ
ス
。

文
化
の
み
ち
橦
木
館（
旧
井
元
為
三
郎
邸
）は
今
年
で
築
百
年
、

時
を
重
ね
た
美
し
い
佇
ま
い
で
、今
日
も
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
し
ま
す
。



文
化
の
み
ち
橦
木
館
は
、輸
出
陶

磁
器
商
の
井
元
為
三
郎
の
邸
宅
と

し
て
、大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

館
内
に
は
表
紙
写
真
の
洋
館
1

階
ト
イ
レ
を
含
め
、合
計
5
箇
所

の
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す
。（
洋
館
2

階
・
旧
浴
室
は
現
在
展
示
の
み
）

便
器
や
手
洗
器
、水
洗
タ
ン
ク
部

分
に
各
時
代
の
商
標
が
見
ら
れ
る

も
の
も
あ
り
、中
で
も
和
館
・
北
側

女
性
ト
イ
レ
の
和
式
便
器
や
手
洗

器
は
、昭
和
初
期
の
も
の
で
、橦
木

館
の
建
築
当
初
か
ら
の
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

橦
木
館
の

ト
イ
レ
大
研
究　
　
　
　

便
器
や
手
洗
器
な
ど
に
つ

い
て
い
る
商
標
。

右
上
・日
本
陶
業
社
製（
昭

和
初
期
）、

左
上
、右
下
・
東
洋
陶
器
社

製（
の
ち
の
T
O
T
O
社
）

地
球
の
上
に
大
鷲
が
あ
し

ら
わ
れ
て
い
る
。年
代
で
社

名
や
デ
ザ
イ
ン
が
変
化
し

て
い
る
。
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「
T
O
T
O
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」で
開
催

中
の
社
会
貢
献
活
動
を
テ
ー
マ
と
し

た
企
画
展
で
、橦
木
館
の
衛
生
陶
器

に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

T
O
T
O
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企
画
展

「
〜
持
続
可
能
な
未
来
へ
〜

T
O
T
O
の
社
会
貢
献
活
動
の
軌
跡
」

会
期
：
2
0
2
5
年
11
月
23（
日
）ま
で

開
催
場
所
：
T
O
T
O
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

２
F　

特
別
展
示
室

所
在
地　

：
北
九
州
市
小
倉
北
区

                  

中
島
2  

1   

1

連
絡
先　

：
0
9
3
9
5
1
2
5
3
4

開
館
時
間
：
10
時
〜
17
時

休
館
日　

：
月
曜
日
・
夏
期
休
暇
・

                  

年
末
年
始

入
館
料　

：
無
料

・

・

写真右・商標により、建築当初

からのものと考えられる水洗

式の和式便器。

写真左・手洗器の中央に大鷲

がついた商標。

名古屋市の施設として2009年

公開時に新設されたトイレ(右

側）、左奥は女性用トイレ。

男性用トイレは大小の便器ス

ペースのほかに洗面がある。

元々は家長・為三郎の専用、

また、奥座敷にも近いことから

来客用として使われていたと

も考えられる。

洋館2階（旧浴室）は当時では

珍しい洋バスと洋式トイレの

ユニット型。外国人の来客用に

使われたとも考えられる。

　　水洗タンク横に大鷲が　

い　ついた商標が見える。

青い鳥のステンドグラス、端正

なデザインの照明器具、随所

にこだわりの意匠が盛り込ま

れ、磁器タイルの壁面とモザイ

クタイルの床面スペースは洗

面室であったと考えられる。



高
野
山
の「
三
鈷
の
松
」を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。名
前
の
由
来
は
、弘
法
大
師
・
空
海

が
密
教
の
教
え
を
勉
強
す
る
た
め
に
留
学

僧
と
し
て
唐（
今
の
中
国
）に
行
っ
た
時
代

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。8
0
6
年
、勉
強
を

終
え
て
い
よ
い
よ
日
本
へ
帰
国
す
る
空
海

は「
密
教
を
広
め
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
地
を

示
し
た
ま
え
」と
手
に
持
っ
た
法
具
の
三
鈷

杵（
さ
ん
こ
し
ょ・
注
1
）を
空
中
に
投
げ

ま
す
。す
る
と
そ
れ
は
日
本
に
向
か
っ
て
飛

ん
で
い
き
ま
し
た
。帰
国
し
て
10
年
の
月
日

が
経
ち
、国
中
を
探
し
ま
わ
っ
て
い
た
空
海

は
、和
歌
山
の
高
野
山
の
壇
上
伽
藍（
だ
ん

じ
ょ
う
が
ら
ん
）に
あ
る
松
の
木
の
枝
に
引

っ
か
か
っ
て
い
た
三
鈷
杵
を
や
っ
と
見
つ
け

る
の
で
す
。こ
う
し
て
空
海
は
高
野
山
に
真

言
密
教
の
道
場
を
開
い
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。松
の
葉
先
は
2
本
、ま
た
は
5
本
組

が
普
通
で
す
が
、そ
の
松
の
葉
先
は
ま
る
で

三
鈷
杵
の
端
の
よ
う
に
、3
本
の
葉
が
一
組

で
し
た
。の
ち
に
、こ
の
松
の
木
は「
三
鈷
の

松
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ

し
て
3
本
一
組
の
松
の
葉
は
、弘
法
大
師
の

法
力
に
よ
る
縁
起
物
と
さ
れ
、「
持
っ
て
い

る
と
幸
せ
に
な
れ
る
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。三
鈷
の
松
は
高
野
山
と
い

う
特
別
な
場
所
の
、幸
せ
を
象
徴
す
る
も

の
と
し
て
受
け
継
が
れ
、今
な
お
多
く
の

人
々
を
魅
了
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
す
。

　
橦
木
館
の
西
蔵
の
前
の
大
き
な
松
の
木

の
下
で
、い
つ
の
頃
か
ら
か
、三
鈷
の
松
と

同
じ「
三
本
一
組
」の
松
の
葉
が
見
つ
か
る

こ
と
が
あ
る
の
で
す
。「
幸
せ
の
お
守
り
」と

し
て
お
探
し
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

（
注
1
）三
鈷
杵
と
は
密
教
な
ど
で
用

い
ら
れ
る
金
剛
杵（
こ
ん
ご
う
し
ょ
）と

言
わ
れ
る
法
具
の
一
種
で
、両
端
が
三

つ
に
分
か
れ
た
形
状
が
特
徴
。写真上：三本一組の松の葉が落ちてい

た橦木館の松。（橦木館西蔵の前）
写真下：橦木館の「三本一組の松の葉」

三
鈷
の
松

さ
ん
　
　
こ

文化のみち橦木館では、当館主催イベントをはじめ、貸室利用によるイベントを年間通しておこなっています。和室・洋室・茶室・
蔵・庭園をお貸しします。詳しくは下記の電話番号へお問い合わせいただくかWEBサイトをご覧ください。

文
化
の
み
ち
橦
木
館
　
建
築
1
0
0
周
年
記
念

華
道
家
　
假
屋
崎
省
吾
の
世
界
展
i
n
橦
木
館

「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
企
画
」

祝
日
、振
替
休
日
の
月
曜
日
だ
け
の
企
画

「
僧
侶
と
は
ん
こ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」

6
/
21

「
月
夜
が
」

毎
月
2
回（
火
曜
日
夜
、日
曜
日
夜
）

4
/
4
〜
4
/
16

毎
月
第
二
日
曜
日

橦
木
館
絵
本
読
み
聞
か
せ

令和7年度催し暦（4月～6月）

貸室のご案内

夜間の貸室を華やかな庭園のライトアップで演出されてはいかがでしょうか。（貸室料のほかに庭園と茶
室貸室料＋別途設置代5000円）くわしくはお問合せください。tel:052-939-2850（文化のみち橦木館）

More Information

文化のみち橦木館では、当館主催イベントをはじめ、貸室利用によるイベントを年間通しておこなっています。和室・洋室・茶室・文化のみち橦木館では、当館主催イベントをはじめ、貸室利用によるイベントを年間通しておこなっています。和室・洋室・茶室・
蔵・庭園をお貸しします。詳しくは下記の電話番号へお問い合わせいただくかWEBサイトをご覧ください。蔵・庭園をお貸しします。詳しくは下記の電話番号へお問い合わせいただくかWEBサイトをご覧ください。

「
僧
侶
と
は
ん
こ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」

貸室のご案内

More InformationMore Information
夜間の庭園をライトアップしませんか？


